




































生薬資源科学分野 准教授 當銘 一文
マラリアはマラリア原虫により引き起こされる蚊媒介性の疾患であり，2015 年において約 100 の国と地域で流
























長崎大熱研 平山教授らは，富山大和漢研が提供した和漢薬ライブラリーより in vitro で抗マラリア作用をも
つ化合物 X とその類縁化合物および生薬 Y抽出物を見出した（化合物 Xは生薬 Yの構成成分である）．生薬
Y を構成生薬とする漢方方剤は数種あるが，その中で方剤 Z に着目し，マウスにおける抗マラリア作用を検討
中である．
マウスにおいて，生薬 Yおよび方剤 Zをマラリア感染マウスモデルに経口投与し，1時間後の採血より調製し
た血漿中に化合物 Xおよびその類縁体が存在するかを検討した．その結果，生薬 Yを投与では，化合物 Xを
含む 5種が，方剤 Zの投与では化合物 Xを含む 3種の化合物が検出された．以上の結果より，生薬 Yおよび
方剤 Zの抗マラリア作用には，化合物 Xおよびその類縁体が関与する可能性が示唆された．
*本内容は，特許出願準備中の為，化合物や生薬，方剤名を伏せている．
